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本研究発表は、ゆるキャラやご当地キャラといったシティプロモーションで使用される

キャラクターの特性を考察した研究発表であった。発表者の実務経験に基づいた問題意識・

研究目的は明解であり、さまざまな自治体で活用されるキャラクターの事例を通した考察

は論理的であった。また、キャラクター特性を考察する際に用いた「原作の有無」と「民営

／公営」といった 2つの軸に基づくカテゴリー化は本研究発表のオリジナリティであった。

フロアから更なる情報収集を通して、キャラクター情報・特性のデータベースを構築しては

どうかといった提案があったように、実践的意義のある研究発表であった。今後は、事例考

察だけにとどまるのではなく、理論的枠組みを用い、更に研究を発展させていただきたい。 


